
スリランカ ボランティアツアー報告
トラベル(旅)の語源はトラブルであるとか、参加者が

結膜炎になりかけたり（早めの対応で早期に解決、たい

したことになりませんでした）、トランクが出てこなかっ

たりとかありましたが、今回のボランティアツワーも、

中身の充実したいい旅となりました。4月16日10時に関

西空港を飛び立った私たち一行6人は、香港乗換え、シ

ンガポール経由の後、時差3時間半のスリランカに深夜

近くようやく到着しました。やはり遠い国です。

＊子どもたちの笑顔あふれる国
スリランカの人口は2000万人弱。もちろんコロンボに

集中しているのですが、スリランカを旅すると、本当に

多くの子どもたちの姿に出会います。真っ白のワンピー

ス姿の女の子たち、白のシャツに青い半ズボンの男の子

たち。午後2時ごろ、炎

天下の昼下がりの道を

たくさんの子どもたち

が下校します。

親に手を引かれたり、

鈴なりになってバスに

乗ったり、スリランカ

は特別子どもが多いの

ではと思ってしまいます。実際、子どもたちや教育が、

非常に大切にされています。ガイドのカピラさんは、識

字率は、９４％、残念ながらまだ日本には負けています

と言っていました。そして、きらきら輝く目と真っ白な

歯で笑いかけてくれます。スリランカは街中に子どもの

笑顔があふれる、とても活気のある元気な国です。

*懐かしのマータラへ
旅の初日は、コロンボから南へゴールロードを南下。

右側にインド洋を見ながらひた走ります。まだところど

ころに津波の形跡が残っていました。まだ日のあるうち

に宿舎（ポルヘナリーフガーデンズホテル）に到着。い

いホテルではありませんが、ロケーションは最高です。

沖に珊瑚礁を持つ、穏やかなビーチがホテルの地続き、

プライベートビーチ状態です。早速、海に入る人、海岸

を散歩する人、椰子の木陰で休む人。ダーウィンさん宅

の夕食招待までの時間を、それぞれに楽しみました。

足元を照らしながら、私たち(坂田)が、一年間お世話に

なったダーウィンさんの家の坂道を登りきりました。大

変な作業だったと思われます。私たちの過ごした2階へ、

大きなテーブルを運び上げ、私たち家族の写真も飾り、

ダーウィンさんは、心をこめた最高のもてなしをしてく

ださったのです。美味しい数々の家庭料理。一滴もお酒

を飲まないダーウィンさんが、冷たいビールを注いでく

ださいます。プリアンタさんは、少しも変わらず美しく、

サヴィンドウは、肩幅も胸の厚みもがっちりとした、立

派な少年になっていました。ラタナ、ラマニさん一家も

到着し、私たちは再会を喜びあいました。実は、ラマニ

さんたちは、結膜炎の真只中、夜にもサングラスをかけ

た怪しい姿(笑)。「顔見せるだけで失礼するね」なんて

言っていたのですが、それで済むわけがありません。ハ

グはしないものの、私たちは近く寄っておしゃべりもし

ていました・・・。

*孤児院が完成
楽しかった一夜が

明けました。いよい

よ、今回の旅の重要

な目的のひとつであ

るマータラ仏教女子

孤児院増築部分のオー

プニングセレモニー

の日です。閑静な住

宅街にある孤児院の

門扉をあけると、南

国の花で作ったずっしりとするようなレイで出迎えられ

ました。「荷車の会」支援の増築の2階部分も立派にで

きています。新しい建物への入り口には、これまでご支

援くださった方々や、今回の旅のメンバーの名前も石に

刻まれていて、一同感激です。何枚も写真に収めました。

ご支援くださった方々、ありがとうございました。

スリランカ伝統のオイルランプ点火や、挨拶が終わると、

子どもたちが、感謝の歌や踊りを披露してくれます。最

初の歌は、現地ガイドのカピラさんまで「涙がこぼれそ

うになります」というほど、しみじみとした、心こもる

歌でした。歌詞は「私たち

には、親がないけれど家が

あります。家は家庭です。

私たちには、学校から帰る

家があります。私たちに、

こんな家を作ってくださっ

た方々、本当にありがとう

ございます」というものだっ

たそうです。誰が作った歌

なのでしょう。何回も練習

してくれたのでしょう。伝

統的な踊りの数々。見覚え
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のある顔もたくさん

あって、目が合うた

びににっこりと、微

笑み返してくれます。

何度も訪れているの

で「見知った日本人

のおじちゃん、おば

ちゃんたち」なので

しょう。

一行の坂田一さん、

松原さんで井戸水の水質検査もしてくれました。飲み水

には使っていないものの、沐浴や洗濯につかっている井

戸水は、やはり乳濁色をしています。お昼は、近くのレ

ストランからの出張で、子どもたちも私たちも同じ食事。

「荷車」からのお祝いです。きれいな晴れ着のサーリー

を着た理事さんたちは、雨漏り修理や台所、トイレの拡

張など、次の課題を訴えておられました。いっぺんには

難しいことです。大

人たちの真剣なチェッ

クをよそに、子ども

たちは、人恋しいよ

うに争って私たちの

手をつなぎます。言

葉の壁が残念です。

お互いにとって、共

通語は英語となりま

す。どちらも不十分です。そうはいっても、ボディラン

ゲジ、心と心、肌と肌を寄せれば言葉は要りませんね。

優しい寮母さんが、やせて一回り小さくなられていたの

が気がかりでしたが、みんなに見送られながらバスに乗

り込みました。

ルフナ大学からの眺望を楽しみ、マータラの街をぬけ

て、早めに宿舎にもどり、今度は、私たちが、ダーウィ

ンさんや、ラマニさんたちを招待する野外での夕食会ま

で、ゆっくり過ごしました。かがり火のたかれたホテル

の庭でのパーティには、私が教えた日本語教室の学生だっ

たガアン君、ハラシュナ君が来てくれました。二人とも、

講師として残っている優秀な学生です。立命館大学との

関係の3人のルフナ大学の学生たちも参加して楽しいひ

とときを過ごすことができました。双方の歌を歌いあい、

インド洋の風に吹かれながら至福の時間が流れていきま

した。

*マータラの小学校訪問
遅めの出発というので、朝の散歩をしていたとき、メ

ンバーの育子さんの目が赤いのに気づきました。結膜炎

です。心配というより「やっぱり」という感じでしたが、

カピラさんの迅速な対応で、私たちが、マータラの小学

校（松原市の三宅小学校と交流しています）を訪問して

いる間に、カピラさんと育子さんは、目のお医者さんへ

行き、一行の分まで、目薬をもらってきてくれました。

転ばぬ先の杖ならぬ、「うつらぬ前の目薬」で、事なき

を得ました。ラマニさ

んは「ごめんね」と平

謝り。育子さんは「育

ちゃんのおかげで早め

に目薬ももらって、あ

りがとう」と言われ、

「病気になって、感謝

されたのは始めてやわ」

と大笑いする面白い旅

のエピソードとなりました。

さて、マータラ小学校では、子どもたちから大歓迎を

受けました。こんなとき、日本の学校との違いをつくづ

く感じます。授業の中断にもかかわらず、先生たちもに

こやかに教室に私たちを招きいれてくれますし、子ども

たちは、私たちを取り巻き「サインして｣「住所をおし

えて」と、ノートを突き出します。「イチローか松井に

でもなった気分やね」とサインをかえす私たち。運動場

もなく1000人を超える子どもたちのいる学校は、講堂を

壁の仕切りもなく、3学年ほどで使っていました。3学年

の声が入り乱れると思うのですが、それが当たり前のオー

プンさ。これだったら、体罰やいじめもないだろうと思

われました。けっして設備がいいわけではないのに、子

どもたちは生き生きとして人懐っこく、元気いっぱいな

のです。三宅小学校から預かってきた品物を手渡しまし

た。

*高原の街、ヌワラエリヤをめざす
マータラからさらに南に行

くと、そこはもう島国スリラ

ンカの最南端となり、今度は

東海岸へとなっていきます。

私たちは、そこから内陸部を

走り、高原の街、ヌワラエリ

ヤを目指しました。ほとんど

移動の日ですが、景色は大き

な人造湖がひろがったり、田

園風景から、サバンナの感じのする乾燥地帯を抜けたり

と、変化に富みます。

植物や鳥の種類が豊富で、固有種も多いスリランカ。

「シンデレラシューズ フラワー」などとかわいい名前

の花など、始めてみる植物など珍しいものばかりです。

*ランカの幼稚園に立ち寄る
私たち（坂田）が、最初にスリランカとかかわるきっ

かけとなった、元お坊さんのランカの幼稚園に立ち寄っ

ていくことになりました。

ラタナさんをとおして連

絡をしてもらっておくこ

とになっていたのですが、

連絡がとれないというの

です。留守かもしれない

けれど、電話が壊れてい

ることもあるから、とに

（歌を歌ってくれる孤児たち）
（小学校の教室で）

（シンデレラシューの花）
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かく行ってみようというのです。ランカが、大阪に滞在

していたのが「大浦荘」。「ランカに会う」というのが、

そのオーナーであった大浦さんの、旅の目的の一つでも

ありました。狭い道をくねくねと曲がりながらランカの

幼稚園にたどりつきました。やはりランカは留守です。

カピラさんが、今夜はヌワラエリヤのグランドホテルに

泊まることを書置きしてくれました。 またバスは、本

道にもどり、さらに高く上っていきます。

夕暮れ時、ようやく高原の街ヌワラエリヤに到着。も

ともとイギリス人が避暑地として開いた街です。お茶畑

の広がるところでしたが、最近は、野菜畑のほうが、収

入になるというので、だんだんお茶畑が、野菜畑になっ

ていっています。これから、地滑りなども心配されるの

ではということでした。

*ランカ夜道をやってくる
高原の夜は、やはり冷えてきます。夕食も終わり部屋に

引き上げていると、

ランカがこれから

夜道をホテルまで

上がってくるとカ

ピラさんに連絡が

入ったといいます。

時間をみはからっ

てホテルの広間に、

一同が揃いました。

10時前だったでしょ

うか、ランカと奥さんのプレアンティさんが、身をかが

めて現れました。親戚の結婚式でコロンボへ行っていた

のだそうです。「だまって帰って、ごめんなさいね」と

謝りながら大家さんだった大浦さんと、本当に涙の再会

でした。懐かしい大阪の「大浦荘」時代の話に時を忘れ

ての語らいでしたが、夜も更けてきました。「気をつけ

て帰って」と、みんなでホテルの玄関へ送りました。も

う、15年ほど前に出会った私たちですが、いまだにこう

して、交友を温め合える事に感謝の夜で した。

＊カンダポラ小学校へ
（荷車の会で初めて水道施設を贈った学校）

しばしば変更あ

り、思いつきOK

が、わが旅行ｸﾞﾙｰ

ﾌﾟの良い所でも

あり、現地ガイ

ドのカピラさん

泣かせでもあり

ます。以前、水

道を引いた、い

わば「荷車の会」として、初めてのボランティアを行っ

たカンダポラ小学校を訪れ、水道が機能しているか確か

めようということになったのです。先方の小学校には、

何の連絡もしていません。

バスを横付けしたカンダポラ小学校は、全校朝礼の最

中でした。いくらなんでも突然の訪問は、迷惑に違いな

い。日本の学校現場ではありえないことです。年長の男

子学生2～3人が、学校の裏手の土手に植物を採りに駆け

上がって行きましたが、生物の勉強にでも使うのだろう、

みなそう思っていました。ところが、私たちは学校に招

き入れられ、今作ったばかりの花束を贈られたのです。

花束にする花

を摘みにいっ

てくれていた

のでした。

私たちの贈っ

た水道は壊れ

たそうですが

（設備など、

本当に壊れや

すいのです）

校長先生が、

自前でポンプ

を購入して、水は出ているということでした。突然の訪

問にもかかわらず、それぞれのクラスが、歌やダンスを

披露して歓迎してくれました。日本では、発表会や運動

会以外で、子どもたちが踊りを披露することなど、本当

にありません。自然にそのようなことができることに感

心しました。急きょ、これも学生が買いに走ってくれた

美味しいバナナをいただきながら、先生たちから、学校

の現状をききました。

朝礼に並んだ子どもたちは、百人余りと思えたのです

が、全校児童は350人と校長先生はおっしゃいます。理

由を聞くと、子守りや家の手伝いで欠席しているという

のです。実に半数の子どもたちが学校へ来られないので

す。この理由には一同、驚きました。野菜畑に点在する

住宅の中に、そんな暮らしがあるのですね。トイレも整

備が必要と思われましたが、先生たちは、是非子どもた

ちにコンピューターに触れる機会をつくってあげたちと

願っておられました。「この学校は、支援してあげたい

ね」というのが一同の思いでした。

*世界遺産を巡る
あたたかいカンダポラの小学校訪問の余韻を胸に、今度

は反対に高原から降りて行きます。古都キャンディへの

道です。対向も大変だっ

た狭い道路は、韓国の支

援で広い立派な道路になっ

ていました。

以前何回も九十九折の坂

道で、バスより速く駆け

上がって花を売る少年

たちに出会ったのです

が、下り坂では会わな

（ランカ夫妻が訪ねて来てくれて）

（朝礼をしているところを訪問）

（踊りや歌を披露してくれる）

（象に乗ってのシーギリヤ）

－３－




